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その他 0.4％

株主還元よりも
成長投資を優先 5.9％

業績連動型配当 15.7％

自社株買い ５．３％

株主優待の拡充 23.0％

安定配当 49.7％

その他 0.5％

製品情報 9.9％

業界の動向 9.4％

業界における当社
の優位性・競合状況13.0％

株主還元方針
（配当）          13.0％

株主還元方針
（株主優待）    15.2％

中長期的な経営戦略 18.7％

業績・財務情報 8.0％
サステナビリティへの取り組み 3.8％

事業内容・
ビジネスモデル 8.5％

株 主 の 皆 様 へ

株主の皆様に当社の第64期第2四半期（上半期）
グループ報告書をお届けするに当たり、
一言ご挨拶申し上げます。

連結財務ハイライト 株主アンケート結果のご報告

●   保有期間

●   もっと知りたい情報についてお聞かせください。

●   当社に望む株主還元策についてお聞かせください。

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。結果の
一部をご紹介いたします。頂戴しました貴重なご意見・ご要望は、
今後の取り組みに活かしてまいります。

［調　査　対　象］ 全株主7,545名
［調　査　方　法］ 決議通知に同封（2024年6月20日発送）
［調　査　期　間］ 2024年6月20日～7月31日  
［集　計　対　象］ 907枚
［回　　答　　率］ 12.0％第64期第2四半期（上半期）の振り返り

　当上半期におきましては、医療安全とお客様の業務効率化、働き方改
革を支援する製品の提案を積極的に展開したことなどにより当社グルー
プの売上高は堅調に推移いたしました。特に最重要戦略製品である
「プレミアムキット」は売上が拡大しております。この「プレミアムキット」
は、術前・術中・術後において発生するお客様の手間を削減し、効率化す
るとともに、手術における医療安全が確保できる高付加価値製品であり、
発売以降お客様に高いご評価をいただいております。一方、不織布製品
は2023年３月期に実施した価格改定の影響により、医療用ガウン製品
の販売数量減少が継続したことなどから売上高が減少いたしました。
加えて高機能マスクなど感染防止関連製品の特需が落ち着いたことで、
その他不織布製品の売上高も減少いたしました。
　これらの結果、当上半期の売上高は19,619百万円（前期比0.4％増）
となりました。キット製品の売上高は12,992百万円（同2.3％増）、「プレ
ミアムキット（ブリスターキットも含む）」の売上高は8,507百万円（同6.6％
増）となりました。その内、「プレミアムキット」のみの売上高は6,510百万
円（前期比23.2％増）となりました。
　売上原価は、2023年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の減
価償却費が減少したものの、円安による輸入材料の高騰の影響、棚卸資
産評価損が影響を及ぼし、原価率は3.1％上昇し、67.5％となりま した。
販売費及び一般管理費は、全体的に効率的な経費の使用に努めたこと
から前期比で減少いたしました。この結果、営業利益は2,083百万円（同
12.3％減）で営業利益率は10.6％となりました。経常利益は賃貸事業に
関連する貸倒引当金繰入額が発生したことなどにより、2,036百万円（同
14.2％減）となりました。 また、保有資産の効率化を図るため、保有株式
の一部を売却し、特別利益が1,097百万円発生した一方、固定資産の減
損が発生したことにより、特別損失が532百万円発生いたしました。以上
の結果、親会社株主に帰属する中間純利益は1,867百万円（同7.8％増）
となりました。

今後の見通しと取り組み

　今後の見通しにつきましては、国内経済は回復基調ではあるものの、
引き続き不安定な世界情勢、資源・原材料価格の高止まりにより見通し
が難しい状況が続くと想定しております。
　また、医療業界におきましては、患者数がコロナ禍以前に近づきつつ
あるものの、労務費やその他の経費が上昇し厳しい経営状況が続いて
おります。加えて新たな地域医療構想ビジョンの検討、病床機能分化の
加速、大学病院の医師の引き上げなどが進んでおり、今後も医療施設で
は人手不足対策や医療従事者の待遇改善の必要性に迫られる難しい経
営環境が続くと想定しております。
　こうした状況下、当社グループは、「プレミアムキット」の積極的な販促
活動を通じて、医療安全を確保しながら、厳しい環境で就労されている
お客様の業務負荷を徹底的に削減してまいります。特に深刻化する医療
現場での人手不足や生産性低下、働き方改革をはじめとする経営課題に
対してお客様に寄り添いながら取り組んでまいります。
　海外事業におきましては、シンガポールにある販売子会社のホギメディ 
カルアジアパシフィックＰＴＥ．ＬＴＤ．及びインドネシアにある販売孫会社
のＰ．Ｔ．ホギメディカルセールスインドネシアが、シンガポール及びインド
ネシアを中心にASEAN（東南アジア諸国連合）各国の基幹病院への製
品導入を積極的に展開してまいります。製造原価におきましては、2023
年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の投資に伴う償却費が減少
することなどにより、下期では原価率の改善を見込んでおります。引き続
きコスト削減や生産性の改善など原価低減のための企業努力を継続し
てまいります。
　通期の連結業績予想につきましては、期初の計画通り、売上高40,850
百万円（前連結会計年度比4.5％増）、営業利益4,690百万円（同12.5％
増）、経常利益4,800百万円（同13.1％増）、親会社株主に帰属する当期
純利益3,310百万円（同18.0％増）を計画しております。また、2025年
3月期の配当金につきましては、各四半期とも20.00円、通期では80.00
円を予定しております。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻をお願い申し上げます。

2024年11月

代表取締役社長 兼 CEO   

川久保 秀樹
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3,449

2,083

2,606

2,961

2,671

3,147

2,987 2,375

1,794

6,634
6,135

4,169

4,690
（計画）

5,632

上
半
期

下
半
期

3,162

3,491

2,036

2,763

3,182

2,806

3,218

3,067 2,373

1,872

6,653
6,285

4,245

4,800
（計画）

5,988

上
半
期

下
半
期

2,232

2,084

1,867

1,442

2,183

2,776

2,136

2,234 1,732

1,072

4,3164,370

2,804

3,310
（計画）

4,959

上
半
期

下
半
期

10年以上 32.6％

5～10年未満 22.1％ 3～5年未満 24.7％

1～3年未満 16.3％
6ヶ月～1年未満 3.4％

6ヶ月未満 0.9％

その他 0.4％

株主還元よりも
成長投資を優先 5.9％

業績連動型配当 15.7％

自社株買い ５．３％

株主優待の拡充 23.0％

安定配当 49.7％

その他 0.5％

製品情報 9.9％

業界の動向 9.4％

業界における当社
の優位性・競合状況13.0％

株主還元方針
（配当）          13.0％

株主還元方針
（株主優待）    15.2％

中長期的な経営戦略 18.7％

業績・財務情報 8.0％
サステナビリティへの取り組み 3.8％

事業内容・
ビジネスモデル 8.5％

株 主 の 皆 様 へ

株主の皆様に当社の第64期第2四半期（上半期）
グループ報告書をお届けするに当たり、
一言ご挨拶申し上げます。

連結財務ハイライト 株主アンケート結果のご報告

●   保有期間

●   もっと知りたい情報についてお聞かせください。

●   当社に望む株主還元策についてお聞かせください。

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。結果の
一部をご紹介いたします。頂戴しました貴重なご意見・ご要望は、
今後の取り組みに活かしてまいります。

［調　査　対　象］ 全株主7,545名
［調　査　方　法］ 決議通知に同封（2024年6月20日発送）
［調　査　期　間］ 2024年6月20日～7月31日  
［集　計　対　象］ 907枚
［回　　答　　率］ 12.0％第64期第2四半期（上半期）の振り返り

　当上半期におきましては、医療安全とお客様の業務効率化、働き方改
革を支援する製品の提案を積極的に展開したことなどにより当社グルー
プの売上高は堅調に推移いたしました。特に最重要戦略製品である
「プレミアムキット」は売上が拡大しております。この「プレミアムキット」
は、術前・術中・術後において発生するお客様の手間を削減し、効率化す
るとともに、手術における医療安全が確保できる高付加価値製品であり、
発売以降お客様に高いご評価をいただいております。一方、不織布製品
は2023年３月期に実施した価格改定の影響により、医療用ガウン製品
の販売数量減少が継続したことなどから売上高が減少いたしました。
加えて高機能マスクなど感染防止関連製品の特需が落ち着いたことで、
その他不織布製品の売上高も減少いたしました。
　これらの結果、当上半期の売上高は19,619百万円（前期比0.4％増）
となりました。キット製品の売上高は12,992百万円（同2.3％増）、「プレ
ミアムキット（ブリスターキットも含む）」の売上高は8,507百万円（同6.6％
増）となりました。その内、「プレミアムキット」のみの売上高は6,510百万
円（前期比23.2％増）となりました。
　売上原価は、2023年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の減
価償却費が減少したものの、円安による輸入材料の高騰の影響、棚卸資
産評価損が影響を及ぼし、原価率は3.1％上昇し、67.5％となりま した。
販売費及び一般管理費は、全体的に効率的な経費の使用に努めたこと
から前期比で減少いたしました。この結果、営業利益は2,083百万円（同
12.3％減）で営業利益率は10.6％となりました。経常利益は賃貸事業に
関連する貸倒引当金繰入額が発生したことなどにより、2,036百万円（同
14.2％減）となりました。 また、保有資産の効率化を図るため、保有株式
の一部を売却し、特別利益が1,097百万円発生した一方、固定資産の減
損が発生したことにより、特別損失が532百万円発生いたしました。以上
の結果、親会社株主に帰属する中間純利益は1,867百万円（同7.8％増）
となりました。

今後の見通しと取り組み

　今後の見通しにつきましては、国内経済は回復基調ではあるものの、
引き続き不安定な世界情勢、資源・原材料価格の高止まりにより見通し
が難しい状況が続くと想定しております。
　また、医療業界におきましては、患者数がコロナ禍以前に近づきつつ
あるものの、労務費やその他の経費が上昇し厳しい経営状況が続いて
おります。加えて新たな地域医療構想ビジョンの検討、病床機能分化の
加速、大学病院の医師の引き上げなどが進んでおり、今後も医療施設で
は人手不足対策や医療従事者の待遇改善の必要性に迫られる難しい経
営環境が続くと想定しております。
　こうした状況下、当社グループは、「プレミアムキット」の積極的な販促
活動を通じて、医療安全を確保しながら、厳しい環境で就労されている
お客様の業務負荷を徹底的に削減してまいります。特に深刻化する医療
現場での人手不足や生産性低下、働き方改革をはじめとする経営課題に
対してお客様に寄り添いながら取り組んでまいります。
　海外事業におきましては、シンガポールにある販売子会社のホギメディ 
カルアジアパシフィックＰＴＥ．ＬＴＤ．及びインドネシアにある販売孫会社
のＰ．Ｔ．ホギメディカルセールスインドネシアが、シンガポール及びインド
ネシアを中心にASEAN（東南アジア諸国連合）各国の基幹病院への製
品導入を積極的に展開してまいります。製造原価におきましては、2023
年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の投資に伴う償却費が減少
することなどにより、下期では原価率の改善を見込んでおります。引き続
きコスト削減や生産性の改善など原価低減のための企業努力を継続し
てまいります。
　通期の連結業績予想につきましては、期初の計画通り、売上高40,850
百万円（前連結会計年度比4.5％増）、営業利益4,690百万円（同12.5％
増）、経常利益4,800百万円（同13.1％増）、親会社株主に帰属する当期
純利益3,310百万円（同18.0％増）を計画しております。また、2025年
3月期の配当金につきましては、各四半期とも20.00円、通期では80.00
円を予定しております。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻をお願い申し上げます。

2024年11月

代表取締役社長 兼 CEO   

川久保 秀樹



新中期経営計画
（2025年3月期→2027年3月期）

商 号
（英 文 名）

本社所在地

設 立

資 本 金

従 業 員 数

株式会社ホギメディカル
 HOGY MEDICAL CO., LTD.

東京都港区赤坂2丁目7番7号 〒107-8615
03（6229）1300（代）
https://www.hogy.co.jp

1961年4月3日

7,123百万円 （2024年9月30日現在）

連結：1,420名  単体：739名
（2024年9月30日現在）

役員及び執行役員はホームページをご覧ください。
https://www.hogy.co.jp/company/profile.html

■会社概要

DID 131

C73

Y90

■株主メモ
事 　 業 　 年 　 度
定 時 株 主 総 会
定 時 株 主 総 会 基 準 日

配 当 金 基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 　 連 　 絡 　 先

公　 告　 の　 方　 法

4月 1日から翌年 3月 31日まで

毎年 6月

3月 31日

3月 31日　　6月 30日
9月 30日　　12月 31日
三菱UFJ 信託銀行株式会社

三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町 1－ 1
電話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先  〒 137-8081 新東京郵便局私書箱第 29号

三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部

電子公告の方法により行います。ただし、電子
公告によることができない事故その他やむを得
ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載
して行います。
公告掲載URL  https://www.hogy.co.jp

(ご注意)
株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則として、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくださ
い。株主名簿管理人（三菱UFJ 信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ 信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ 信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ 信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ 信託銀行本支店でお支払いいたします。

1.

2.

3.

本文には見やすいユニバーサルフォントを採用しています。

　　　　　株式の状況 （2024年9月30日現在） メディア情報
1. 発行可能株式総数 ・・・・・・・・・・130,000,000 株
2. 発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・22,535,463 株
3. 株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,449 名
4. 大株主の状況（上位10名）

5. 株式の所有者別状況（持株比率）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505025

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505012

NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE 009-
016064-326 CLT

株式会社メディパルホールディングス

GIC PRIVATE LIMITED - C

（注）当社は自己株式975,581株を保有しております。

1

2 

3 

4

5

6

７

８

9

10

2,579,400
2,037,200 

1,282,300 

1,255,700
968,881

833,357

716,900
630,600

584,000
563,700

11.44
9.03 

5.69 

5.57
4.29

3.69

3.18
2.79

2.59
2.50

株　　　主　　　名 所有株数 持株比率(%)

その他（含む自己名義株式）

8.67％ 個人

13.26%

金融機関

18.38％

金融商品取引業者

1.39％外国法人等

58.30％

▲

代表取締役社長 川久保がゲスト出演しました。 

2024.９/25(水) ラジオNIKKEI 
「企業トップが語る！ 威風堂々」

▲

2024年に商品提供したメディアの一部をご紹介いたします。

2024.1/12(金)よる９時放送開始 フジテレビ金９ドラマ 
「院内警察」

2024.1/18(木)よる９時放送開始 テレビ朝日系木曜ドラマ
「グレイトギフト」

2024.4/11(木)よる10時放送開始 フジテレビ木曜劇場 
「Re:リベンジ欲望の果てに」

2024.4/15(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジ系
全国ネットドラマ 
「アンメット ある脳外科医の日記」

2024.4/8(月)よる９時放送開始 フジテレビ月９ドラマ
「366日」

2024.7/8(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジテレビ系
全国ネットドラマ 
「マウンテンドクター」

2024.4/24(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「ブルーモーメント」

2024.7/3(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「新宿野戦病院」

2024.7/7(日)よる９時放送開始 TBS系日曜劇場 
「ブラックペアン シーズン2」

YouTube「チョコレートプラネット チャンネル」様で
弊社工場が紹介されました。

登録者数231万人を超える(2024年10月現在)人気YouTubeチャ
ンネル「チョコレートプラネット チャンネル」様で、弊社筑波工場を
見学された様子が公開されました。動画内では弊社の歴史と製品を
「コミュニケーションパス」でより深く知っていただだき、主力製品
「プレミアムキット」の工場の内部までを探っていただくといった、見
どころ満載な動画となっています。ぜひご覧ください。

https://youtu.be/2uM0pJDamak?si=FOTDAV-9k3f4jpmX

中期経営計画の位置付け

認識する経営課題とその解決に向けた方針

直近10年間
〈15.3期-24.3期〉

本中計
〈25.3期-27.3期〉

 Vision 2035次期中計
〈28.3期-30.3期〉

安定成長

● 創業家によるリーダーシップ
● 日本市場におけるトップシェア
　 の製品群
● 成長鈍化、利益率低下 

構造改革の実行

● 資本コストを意識した経営
● 事業再編、投資再配分
● 企業体質の改善
● ガバナンス・組織改革
● Vision2035の策定

成長と飛躍

● コア事業の収益最大化
● 新規事業への投資
● 海外事業の積極展開
● 人的資本投資の拡大

本中計期間に開示予定

売上高

391億円
ROE
3.3%

売上高

467億円

売上高

600億円以上
2035年に向けた
意欲的な成長目標を

策定予定

24.3期

27.3期

30.3期

ROE6%以上
ROE9%以上

取り組むべき中長期の経営課題

財務・資本収益性 事業戦略 ガバナンス体制
● ROEの低下
● 保守的なバランスシート構成
● 設備投資とリターンの不均衡

● 売上高成長率の鈍化
● 営業利益率の低下
● 海外事業、新製品の売上未達

● 創業家のリーダーシップへの依存
● ステークホルダーとの対話が不十分
● 企業価値向上・株主利益と連動した
　 インセンティブの向上

資本コストを意識した
資本収益性・効率性の改善

安定的かつ継続的な株主還元

事業/製品ポートフォリオ改革 監査等委員会設置会社へ移行し、監督機能を強化

多様な知見・経験がある独立社外取役を増員

迅速な意思決定と機動的な業務執行に向け、
経営と執行を分離

透明性の高い役員報酬制度を設計

顧客視点に立脚した価値創造経営の実践

営業組織改革、営業力強化

コア事業/製品の競争力強化

海外事業の推進

将来のコア事業/製品の創造投資規律の強化

経営課題の解決に向けた基本方針

当社は2024年6月20日の定時株主総会を以て、新たな経営体制に移行しております。それに伴い、今後の新経営体制において
一層の企業価値向上を目指し、2026年度(2027年3月期)までの3か年を対象とした新中期経営計画を本年7月に策定いたしました。

本中計期間は、『Vision2035』の具体的な内容の策定と、その達成の土台となる強固な経営基盤を構築する
ための抜本的な構造改革を実行するフェーズと位置付けております。
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特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ 信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ 信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ 信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ 信託銀行本支店でお支払いいたします。

1.

2.

3.

本文には見やすいユニバーサルフォントを採用しています。

　　　　　株式の状況 （2024年9月30日現在） メディア情報
1. 発行可能株式総数 ・・・・・・・・・・130,000,000 株
2. 発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・22,535,463 株
3. 株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,449 名
4. 大株主の状況（上位10名）

5. 株式の所有者別状況（持株比率）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505025

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505012

NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE 009-
016064-326 CLT

株式会社メディパルホールディングス

GIC PRIVATE LIMITED - C

（注）当社は自己株式975,581株を保有しております。
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2,579,400
2,037,200 

1,282,300 

1,255,700
968,881

833,357

716,900
630,600

584,000
563,700

11.44
9.03 

5.69 

5.57
4.29

3.69

3.18
2.79

2.59
2.50

株　　　主　　　名 所有株数 持株比率(%)

その他（含む自己名義株式）

8.67％ 個人

13.26%

金融機関

18.38％

金融商品取引業者

1.39％外国法人等

58.30％

▲

代表取締役社長 川久保がゲスト出演しました。 

2024.９/25(水) ラジオNIKKEI 
「企業トップが語る！ 威風堂々」

▲

2024年に商品提供したメディアの一部をご紹介いたします。

2024.1/12(金)よる９時放送開始 フジテレビ金９ドラマ 
「院内警察」

2024.1/18(木)よる９時放送開始 テレビ朝日系木曜ドラマ
「グレイトギフト」

2024.4/11(木)よる10時放送開始 フジテレビ木曜劇場 
「Re:リベンジ欲望の果てに」

2024.4/15(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジ系
全国ネットドラマ 
「アンメット ある脳外科医の日記」

2024.4/8(月)よる９時放送開始 フジテレビ月９ドラマ
「366日」

2024.7/8(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジテレビ系
全国ネットドラマ 
「マウンテンドクター」

2024.4/24(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「ブルーモーメント」

2024.7/3(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「新宿野戦病院」

2024.7/7(日)よる９時放送開始 TBS系日曜劇場 
「ブラックペアン シーズン2」

YouTube「チョコレートプラネット チャンネル」様で
弊社工場が紹介されました。

登録者数231万人を超える(2024年10月現在)人気YouTubeチャ
ンネル「チョコレートプラネット チャンネル」様で、弊社筑波工場を
見学された様子が公開されました。動画内では弊社の歴史と製品を
「コミュニケーションパス」でより深く知っていただだき、主力製品
「プレミアムキット」の工場の内部までを探っていただくといった、見
どころ満載な動画となっています。ぜひご覧ください。

https://youtu.be/2uM0pJDamak?si=FOTDAV-9k3f4jpmX

中期経営計画の位置付け

認識する経営課題とその解決に向けた方針

直近10年間
〈15.3期-24.3期〉

本中計
〈25.3期-27.3期〉

 Vision 2035次期中計
〈28.3期-30.3期〉

安定成長

● 創業家によるリーダーシップ
● 日本市場におけるトップシェア
　 の製品群
● 成長鈍化、利益率低下 

構造改革の実行

● 資本コストを意識した経営
● 事業再編、投資再配分
● 企業体質の改善
● ガバナンス・組織改革
● Vision2035の策定

成長と飛躍

● コア事業の収益最大化
● 新規事業への投資
● 海外事業の積極展開
● 人的資本投資の拡大

本中計期間に開示予定

売上高

391億円
ROE
3.3%

売上高

467億円

売上高

600億円以上
2035年に向けた
意欲的な成長目標を

策定予定

24.3期

27.3期

30.3期

ROE6%以上
ROE9%以上

取り組むべき中長期の経営課題

財務・資本収益性 事業戦略 ガバナンス体制
● ROEの低下
● 保守的なバランスシート構成
● 設備投資とリターンの不均衡

● 売上高成長率の鈍化
● 営業利益率の低下
● 海外事業、新製品の売上未達

● 創業家のリーダーシップへの依存
● ステークホルダーとの対話が不十分
● 企業価値向上・株主利益と連動した
　 インセンティブの向上

資本コストを意識した
資本収益性・効率性の改善

安定的かつ継続的な株主還元

事業/製品ポートフォリオ改革 監査等委員会設置会社へ移行し、監督機能を強化

多様な知見・経験がある独立社外取役を増員

迅速な意思決定と機動的な業務執行に向け、
経営と執行を分離

透明性の高い役員報酬制度を設計

顧客視点に立脚した価値創造経営の実践

営業組織改革、営業力強化

コア事業/製品の競争力強化

海外事業の推進

将来のコア事業/製品の創造投資規律の強化

経営課題の解決に向けた基本方針

当社は2024年6月20日の定時株主総会を以て、新たな経営体制に移行しております。それに伴い、今後の新経営体制において
一層の企業価値向上を目指し、2026年度(2027年3月期)までの3か年を対象とした新中期経営計画を本年7月に策定いたしました。

本中計期間は、『Vision2035』の具体的な内容の策定と、その達成の土台となる強固な経営基盤を構築する
ための抜本的な構造改革を実行するフェーズと位置付けております。



新中期経営計画
（2025年3月期→2027年3月期）

商 号
（英 文 名）

本社所在地

設 立

資 本 金

従 業 員 数

株式会社ホギメディカル
 HOGY MEDICAL CO., LTD.

東京都港区赤坂2丁目7番7号 〒107-8615
03（6229）1300（代）
https://www.hogy.co.jp

1961年4月3日

7,123百万円 （2024年9月30日現在）

連結：1,420名  単体：739名
（2024年9月30日現在）

役員及び執行役員はホームページをご覧ください。
https://www.hogy.co.jp/company/profile.html

■会社概要

DID 131

C73

Y90

■株主メモ
事 　 業 　 年 　 度
定 時 株 主 総 会
定 時 株 主 総 会 基 準 日

配 当 金 基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 　 連 　 絡 　 先

公　 告　 の　 方　 法

4月 1日から翌年 3月 31日まで

毎年 6月

3月 31日

3月 31日　　6月 30日
9月 30日　　12月 31日
三菱UFJ 信託銀行株式会社

三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町 1－ 1
電話　0120-232-711（通話料無料）
郵送先  〒 137-8081 新東京郵便局私書箱第 29号

三菱UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部

電子公告の方法により行います。ただし、電子
公告によることができない事故その他やむを得
ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載
して行います。
公告掲載URL  https://www.hogy.co.jp

(ご注意)
株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則として、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくださ
い。株主名簿管理人（三菱UFJ 信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ 信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ 信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ 信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ 信託銀行本支店でお支払いいたします。

1.

2.

3.

本文には見やすいユニバーサルフォントを採用しています。

　　　　　株式の状況 （2024年9月30日現在） メディア情報
1. 発行可能株式総数 ・・・・・・・・・・130,000,000 株
2. 発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・22,535,463 株
3. 株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,449 名
4. 大株主の状況（上位10名）

5. 株式の所有者別状況（持株比率）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505025

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505012

NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE 009-
016064-326 CLT

株式会社メディパルホールディングス

GIC PRIVATE LIMITED - C

（注）当社は自己株式975,581株を保有しております。
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株　　　主　　　名 所有株数 持株比率(%)

その他（含む自己名義株式）

8.67％ 個人

13.26%

金融機関

18.38％

金融商品取引業者

1.39％外国法人等

58.30％

▲

代表取締役社長 川久保がゲスト出演しました。 

2024.９/25(水) ラジオNIKKEI 
「企業トップが語る！ 威風堂々」

▲

2024年に商品提供したメディアの一部をご紹介いたします。

2024.1/12(金)よる９時放送開始 フジテレビ金９ドラマ 
「院内警察」

2024.1/18(木)よる９時放送開始 テレビ朝日系木曜ドラマ
「グレイトギフト」

2024.4/11(木)よる10時放送開始 フジテレビ木曜劇場 
「Re:リベンジ欲望の果てに」

2024.4/15(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジ系
全国ネットドラマ 
「アンメット ある脳外科医の日記」

2024.4/8(月)よる９時放送開始 フジテレビ月９ドラマ
「366日」

2024.7/8(月)よる10時放送開始 カンテレ・フジテレビ系
全国ネットドラマ 
「マウンテンドクター」

2024.4/24(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「ブルーモーメント」

2024.7/3(水)よる10時放送開始 フジテレビ水10ドラマ 
「新宿野戦病院」

2024.7/7(日)よる９時放送開始 TBS系日曜劇場 
「ブラックペアン シーズン2」

YouTube「チョコレートプラネット チャンネル」様で
弊社工場が紹介されました。

登録者数231万人を超える(2024年10月現在)人気YouTubeチャ
ンネル「チョコレートプラネット チャンネル」様で、弊社筑波工場を
見学された様子が公開されました。動画内では弊社の歴史と製品を
「コミュニケーションパス」でより深く知っていただだき、主力製品
「プレミアムキット」の工場の内部までを探っていただくといった、見
どころ満載な動画となっています。ぜひご覧ください。

https://youtu.be/2uM0pJDamak?si=FOTDAV-9k3f4jpmX

中期経営計画の位置付け

認識する経営課題とその解決に向けた方針

直近10年間
〈15.3期-24.3期〉

本中計
〈25.3期-27.3期〉

 Vision 2035次期中計
〈28.3期-30.3期〉

安定成長

● 創業家によるリーダーシップ
● 日本市場におけるトップシェア
　 の製品群
● 成長鈍化、利益率低下 

構造改革の実行

● 資本コストを意識した経営
● 事業再編、投資再配分
● 企業体質の改善
● ガバナンス・組織改革
● Vision2035の策定

成長と飛躍

● コア事業の収益最大化
● 新規事業への投資
● 海外事業の積極展開
● 人的資本投資の拡大

本中計期間に開示予定

売上高

391億円
ROE
3.3%

売上高

467億円

売上高

600億円以上
2035年に向けた
意欲的な成長目標を

策定予定

24.3期

27.3期

30.3期

ROE6%以上
ROE9%以上

取り組むべき中長期の経営課題

財務・資本収益性 事業戦略 ガバナンス体制
● ROEの低下
● 保守的なバランスシート構成
● 設備投資とリターンの不均衡

● 売上高成長率の鈍化
● 営業利益率の低下
● 海外事業、新製品の売上未達

● 創業家のリーダーシップへの依存
● ステークホルダーとの対話が不十分
● 企業価値向上・株主利益と連動した
　 インセンティブの向上

資本コストを意識した
資本収益性・効率性の改善

安定的かつ継続的な株主還元

事業/製品ポートフォリオ改革 監査等委員会設置会社へ移行し、監督機能を強化

多様な知見・経験がある独立社外取役を増員

迅速な意思決定と機動的な業務執行に向け、
経営と執行を分離

透明性の高い役員報酬制度を設計

顧客視点に立脚した価値創造経営の実践

営業組織改革、営業力強化

コア事業/製品の競争力強化

海外事業の推進

将来のコア事業/製品の創造投資規律の強化

経営課題の解決に向けた基本方針

当社は2024年6月20日の定時株主総会を以て、新たな経営体制に移行しております。それに伴い、今後の新経営体制において
一層の企業価値向上を目指し、2026年度(2027年3月期)までの3か年を対象とした新中期経営計画を本年7月に策定いたしました。

本中計期間は、『Vision2035』の具体的な内容の策定と、その達成の土台となる強固な経営基盤を構築する
ための抜本的な構造改革を実行するフェーズと位置付けております。

2024年4月1日ー2024年9月30日
第64期第２四半期（上半期）
グループ報告書

C O N T E N T S

株主の皆様へ 

　第64期第２四半期（上半期）の振り返り  

　今後の見通しと取り組み

連結財務ハイライト

株主アンケート結果のご報告   

会社概要  

株主メモ

株式の状況

メディア情報

新中期経営計画

証券コード：3593

株式会社ホギメディカル
売上高

19,619百万円
2025年3月期
上半期実績

営業利益

2,083百万円
2025年3月期
上半期実績

経常利益

 2,036百万円
2025年3月期
上半期実績

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,867百万円
2025年3月期
上半期実績

2221 23 24 25年3月期

2221 23 24 25年3月期

2221 23 24 25年3月期

2221 23 24 25年3月期

19,201

19,780

19,619

21,23018,770

17,734

18,850

17,928 19,536

19,564

38,981
36,778

39,100
40,850
（計画）

36,504

上
半
期

下
半
期

3,185

3,449

2,083

2,606

2,961

2,671

3,147

2,987 2,375

1,794

6,634
6,135

4,169

4,690
（計画）

5,632

上
半
期

下
半
期

3,162

3,491

2,036

2,763

3,182

2,806

3,218

3,067 2,373

1,872

6,653
6,285

4,245

4,800
（計画）

5,988

上
半
期

下
半
期

2,232

2,084

1,867

1,442

2,183

2,776

2,136

2,234 1,732

1,072

4,3164,370

2,804

3,310
（計画）

4,959

上
半
期

下
半
期

10年以上 32.6％

5～10年未満 22.1％ 3～5年未満 24.7％

1～3年未満 16.3％
6ヶ月～1年未満 3.4％

6ヶ月未満 0.9％

その他 0.4％

株主還元よりも
成長投資を優先 5.9％

業績連動型配当 15.7％

自社株買い ５．３％

株主優待の拡充 23.0％

安定配当 49.7％

その他 0.5％

製品情報 9.9％

業界の動向 9.4％

業界における当社
の優位性・競合状況13.0％

株主還元方針
（配当）          13.0％

株主還元方針
（株主優待）    15.2％

中長期的な経営戦略 18.7％

業績・財務情報 8.0％
サステナビリティへの取り組み 3.8％

事業内容・
ビジネスモデル 8.5％

株 主 の 皆 様 へ

株主の皆様に当社の第64期第2四半期（上半期）
グループ報告書をお届けするに当たり、
一言ご挨拶申し上げます。

連結財務ハイライト 株主アンケート結果のご報告

●   保有期間

●   もっと知りたい情報についてお聞かせください。

●   当社に望む株主還元策についてお聞かせください。

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。結果の
一部をご紹介いたします。頂戴しました貴重なご意見・ご要望は、
今後の取り組みに活かしてまいります。

［調　査　対　象］ 全株主7,545名
［調　査　方　法］ 決議通知に同封（2024年6月20日発送）
［調　査　期　間］ 2024年6月20日～7月31日  
［集　計　対　象］ 907枚
［回　　答　　率］ 12.0％第64期第2四半期（上半期）の振り返り

　当上半期におきましては、医療安全とお客様の業務効率化、働き方改
革を支援する製品の提案を積極的に展開したことなどにより当社グルー
プの売上高は堅調に推移いたしました。特に最重要戦略製品である
「プレミアムキット」は売上が拡大しております。この「プレミアムキット」
は、術前・術中・術後において発生するお客様の手間を削減し、効率化す
るとともに、手術における医療安全が確保できる高付加価値製品であり、
発売以降お客様に高いご評価をいただいております。一方、不織布製品
は2023年３月期に実施した価格改定の影響により、医療用ガウン製品
の販売数量減少が継続したことなどから売上高が減少いたしました。
加えて高機能マスクなど感染防止関連製品の特需が落ち着いたことで、
その他不織布製品の売上高も減少いたしました。
　これらの結果、当上半期の売上高は19,619百万円（前期比0.4％増）
となりました。キット製品の売上高は12,992百万円（同2.3％増）、「プレ
ミアムキット（ブリスターキットも含む）」の売上高は8,507百万円（同6.6％
増）となりました。その内、「プレミアムキット」のみの売上高は6,510百万
円（前期比23.2％増）となりました。
　売上原価は、2023年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の減
価償却費が減少したものの、円安による輸入材料の高騰の影響、棚卸資
産評価損が影響を及ぼし、原価率は3.1％上昇し、67.5％となりま した。
販売費及び一般管理費は、全体的に効率的な経費の使用に努めたこと
から前期比で減少いたしました。この結果、営業利益は2,083百万円（同
12.3％減）で営業利益率は10.6％となりました。経常利益は賃貸事業に
関連する貸倒引当金繰入額が発生したことなどにより、2,036百万円（同
14.2％減）となりました。 また、保有資産の効率化を図るため、保有株式
の一部を売却し、特別利益が1,097百万円発生した一方、固定資産の減
損が発生したことにより、特別損失が532百万円発生いたしました。以上
の結果、親会社株主に帰属する中間純利益は1,867百万円（同7.8％増）
となりました。

今後の見通しと取り組み

　今後の見通しにつきましては、国内経済は回復基調ではあるものの、
引き続き不安定な世界情勢、資源・原材料価格の高止まりにより見通し
が難しい状況が続くと想定しております。
　また、医療業界におきましては、患者数がコロナ禍以前に近づきつつ
あるものの、労務費やその他の経費が上昇し厳しい経営状況が続いて
おります。加えて新たな地域医療構想ビジョンの検討、病床機能分化の
加速、大学病院の医師の引き上げなどが進んでおり、今後も医療施設で
は人手不足対策や医療従事者の待遇改善の必要性に迫られる難しい経
営環境が続くと想定しております。
　こうした状況下、当社グループは、「プレミアムキット」の積極的な販促
活動を通じて、医療安全を確保しながら、厳しい環境で就労されている
お客様の業務負荷を徹底的に削減してまいります。特に深刻化する医療
現場での人手不足や生産性低下、働き方改革をはじめとする経営課題に
対してお客様に寄り添いながら取り組んでまいります。
　海外事業におきましては、シンガポールにある販売子会社のホギメディ 
カルアジアパシフィックＰＴＥ．ＬＴＤ．及びインドネシアにある販売孫会社
のＰ．Ｔ．ホギメディカルセールスインドネシアが、シンガポール及びインド
ネシアを中心にASEAN（東南アジア諸国連合）各国の基幹病院への製
品導入を積極的に展開してまいります。製造原価におきましては、2023
年４月より稼働いたしました新キット工場Ⅱ期の投資に伴う償却費が減少
することなどにより、下期では原価率の改善を見込んでおります。引き続
きコスト削減や生産性の改善など原価低減のための企業努力を継続し
てまいります。
　通期の連結業績予想につきましては、期初の計画通り、売上高40,850
百万円（前連結会計年度比4.5％増）、営業利益4,690百万円（同12.5％
増）、経常利益4,800百万円（同13.1％増）、親会社株主に帰属する当期
純利益3,310百万円（同18.0％増）を計画しております。また、2025年
3月期の配当金につきましては、各四半期とも20.00円、通期では80.00
円を予定しております。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻をお願い申し上げます。

2024年11月

代表取締役社長 兼 CEO   

川久保 秀樹


